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◎Mt. Edenに放牧されているウシ

　シティ近くの観光名所のひとつマウントイーデンには牛
が放牧されています。山頂への道は一車線のOne Way (一
方通行) なのですが時折ウシに道をふさがれてしまいます。
クラクションを鳴らしても全然平気なかなか動いてくれま
せん。そういう時は車を降りて追ってやるとすぐに道を開
けてくれます。写真のようにかなりの急斜面ですが平然と
草を食んでいます。

第 6 号

オークランドの動物〈哺乳類〉

◎One Tree Hill のヒツジ

　いかに人口よりヒツジの方が多いニュージーランドでも
シティには牧場がありませんから、見られる場所は限られ
ます。近いところではOne Tree Hill。ヒツジは臆病な動
物ですから、近づくと皆お尻を向けて離れていきます。初
めての観光で近寄って写真を撮ろうとするとお尻の写真ば
かりになってしまいます。ヒツジが放牧されているところ
ではイヌを連れて入ることが制限されている場所があるの
で、イヌと一緒の人は注意が必要です。

　ニュージーランドのネイティブな陸上の哺乳類は３種のコウモリだけです。１種は既に絶滅、残りの２種も希少種です。
周辺の海にはザトウクジラ、シロナガスクジラ、マッコウクジラ、コマッコウ、マイルカ、ハナゴンドウ、シャチ、ヒレナ
ガゴンドウ、アカボウクジラ、セッパリイルカ、ニュージーランドアシカ、ニュージーランドオットセイ、ヒョウモンアザ
ラシ、ミナミゾウアザラシなどが棲んでいます。
　現在オークランドで見られる哺乳類は、家畜としてのヒツジ、ウシ、ウマ、イヌ、ネコの他にネズミとハリネズミHEDGEHOG
があります。
　ニュージーランド全土で問題になっているポッサムはオーストラリアから1858年に移入されてから増え続けていますが、
オークランドシティ周辺では見かけたことがありません。



◎交通事故死の多いハリネスミ  (Hedgehog)

　ハリネズミは19世紀末、イギリスからペットとして持ち
込まれ、それが逃げて繁殖し、オークランドにも結構いる
ようです。彼らは夜行性なので昼間は余り見かけません
が、夜歩き回って車に轢かれ、無残な死体をさらけ出して
いるのをよく見ます。

◎ニュージーランドにしかいないイルカ、 セッパリイ

ルカ （ 背張海豚、Hector's dolphin)

　体長は1.2 ～1.5ｍ、体重50～60kg、小型でずんぐり
した体、背びれが丸いのが特徴。深さ300ｍ 以内の浅瀬
で見られるそうです。ニュージーランド沿岸のみに棲んで
いて法律で保護されています。オークランド沖も分布域に
なっています。


